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6 25 8 0 57 2 404 15 79 2 19 0 5 0

15 17 7 0 29 2 273 15 38 4 11 1 13 0

14 48 72 4 70 3 142 26 55 22 104 0 131 5

6 9 37 2 37 3 92 7 44 34 73 4 31 32

146 46 78 3 40 0 431 6 15 0 21 0 29 0

52 16 58 4 44 14 381 17 8 8 10 1 15 1

169 0 59 1 19 0 133 0 86 0 178 0 355 0

5 85 31 0 13 3 85 4 14 35 108 4 119 55

 8) 名柄迪, 日本語例文・問題シリーズ・敬語 , 荒竹出版, 1995, p.5.



*

(1) :これでは殿がおかわいそうよ。小萩はきっと殿のことを冷た

いひどい父君だと思っていますよ。
   :いいのよ。
(2) :咲や‼何です、これは?何を煮ているのです? 

(3) :わたくしの話をちゃんと聞いているのですか! 

   :はい、母上。聞いております。
(4) :おまえさまが南方様の事をお話したのですか。
   :いいえ、どうしてご存したのか解りません。
(5) :よいか!既成事実がモノをいうのだぞ。瑠璃や。
   :けど父さま…いくら何でも急すぎるわよ!

(6) :吉野では度々藤宮さまからお文をいただいたの。…(略)ひとこ

と帰京のご挨拶に参りたいのだけど。
   :ああ、もちろんそうするのが分別というものですぞ。
(7) :見舞いに来てくれたか。
   :いえ、今日はおうかがいしたことがありまして参上いたしました。
(8) :これで瑠璃と高彬殿のことは片付いたも同然。わしもやっと

肩の荷が降りるというものだ。
   :うん。そうだね。
*

(9) :ちょっとまってて。すぐタッちゃんの分つくるからね。
   :いいよ。
(10) :洗濯中なんだよ、少しまってな。
    :だめだよォ!そんなことしてたら死んじゃうぞ!

(11) :お店はどうしたの? :ちゃんとやってますよ。
(12) :はい、上杉。
    :父デース!おどろいたなァ今の地震!しかし、心配するな!み

んな無事だからな!

*

(13) :お母様……これから「凶鳥様」の三つ目の戒めを果たしてま  

   いります。
*



(14) :教室のそうじをひとりでやりました。 :スネ夫さん、感

心ざます。
(15) :お客様になんですか。許しませんよ!!　
(16) :もしもしとーちゃんですか。 :はい、とーちゃんです。
(17) :おい千鶴ママすごく楽しみにしてるぞ。いいとこみせな

きゃな。 :うん!いいとこ見せるよ。
*

(18) :お母はんやめて!首のホネ折れる!

(19) :愚ろうなどととんでもない。その逆です。義母上。
    :……(略)その逆とはなんです?!いくら皇帝の皇子でも次代に

よってはゆるしませんよ。
(20) :父上、姉上を黄金と交換するなどわたしは反対です。
    :黙れ、マッティワザ。
* ･
(21) → :何だ、あんた。キリコの部屋にいたのかい!!

(22) → :お母さん、姉ちゃんをあんまり悪く言うな。
*

(23) :おめえがちいさなコドモだ!!コドモらしくしてりゃええっ!!

    :……うるさ──い!!!!!!
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*

(24) :お館さまは近々躑躅が崎へお引き揚げになるというのは本

当でございますか。
    :ああ、医師ももうよいと言っているからそうしようと思っ

10) ・ , , , 1987, pp.329-333.

･
26 204 31 11 21 4 407 21 10 16 47 1 60 0

210 0 33 13 26 0 491 2 34 0 41 0 52 1



ている。
(25) :ねえ、あんたもう帰ろうよ。あったかい汁粉でも食べてさあ。
    :帰りてえんなら先に帰んな。
*

(26) :若い頃はよく山歩きをしたんだ。こんな森なんとか脱出し

てみせるさ

    :わたしは行かないわよ

*

(27) :か、母さん!明青学院がまだ残ってますよォ。
:しってますよ。昨日、南ちゃんが教えてくれたもの。

*

(28) :最初のうちだけよ。どうせすぐあきちゃう。
:けど、さっき風呂にまで持ちこもうとしたんだぜ。

*

(29) :その娘がなぜそちの宮にいるの?

:お忘れでございますか、陛下。わたしは皇妃であるととも

に大神殿の神官も兼ねるもの。
(30) :マッグシャルラト姫に書簡を送って根回ししてみるわ。

:ああ、それがいい。
* ･
(31) :うそばっかり…あっ、あんたーまた出てくのかい!!

:うっせえなあ‼

*

(32) :も…もういいんだ…だけんど３年たったらぜってえ拳法や

めさずからな……!

:ほ…ほんとにすまなかった…オラとしたことがつい……
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(33) :兄上すぐに戻ってきますから。
:ならん!物見遊山の旅ではないぞ!

(34) :姉ちゃん何かあったの? 

:近所がうるさいから縁側から出かける。留守をしておくれ。
(35) :驚いたな。どうして今日船が着くってわかった?極秘任務

で行ったのに。
:偶然おまえの上官の神大佐とお近づきになってな。僕が兄だ

と知って教えてくれた。
*

(36) :まず南を甲子園につれていくことで、先取点をねらいます

ので……よろしく! 

*

(37) :そんな危険なこと、もうやめたら?そして警察にもどってきたら?

:あ～あまたその話?いい加減にしてよ!!わたしは一生この

仕事を続けます!!

*

(38) :前テレビで見たよね!マヨネーズで消えるって。 :バ

ターだよ?

*

(39) :陛下、次のエジプト戦はすぐ始まりそうですか。
:いいえ、兄上。エジプトも軍をたて直すのに一度本国に

･

31 0 151 0 16 0 2 0 76 5 8 2 171 0

8 10 129 2 15 0 0 0 27 73 8 1 76 0

3 0 0 0 101 1 46 0 84 8 0 0 0 0

2 0 0 0 51 9 58 0 58 3 0 0 0 0

48 2 76 0 0 0 3 0 151 0 0 0 0 0

31 48 93 3 0 0 2 0 80 4 0 0 0 0

78 1 19 1 43 2 0 0 37 3 58 8 5 0

83 0 8 0 41 0 6 0 15 15 57 0 3 0



もどるでしょう。
(40) :サウラはあなたの姪ですよ。それを……。

:兄上にはまだたくさんの王女がいる。騒ぐほどのことはあ

るまい。
* ･
(41) :死ぬ～～!!  :あんな浅いとこで死ぬわけないでしょ。
*

(42) :父親のおまえがなかなかききわけがわるいんでな。ちょっと

息子を貸してもらうとするか…

:それいじょう近よってみろ!!!ぶっとばすぞっ!!!
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12) 名柄迪, 日本語例文・問題シリーズ 助詞 , 荒竹出版, 1995, pp.150-153.
13) 3) .
14) 2) . pp.133-144.



内田伸子15) , ‘ぜ’ ‘よな’

100% , ‘わ’ ‘かしら’ 100% , [ 4]

‘かしら’ 

‘わ’ ‘わよ’ 10 20

‘ぜ’ ‘ぞ’ 10 20 . 

4211 ‘よ’ ‘の’ 

‘わ’ ‘ね’ , ‘かしら’

1%, ‘のよ’ 3.7%, ‘わ’ ‘わね’ ‘わよ’ ‘わよね’ 7.5% 

. , 5009 ‘よ’ 

15) 内田伸子, 会話行動に見られる性差. , 日本語学 第12巻 第6号, 1993, pp.156- 
168.

10 10 20 30 40 50 60

い 0 0 0 5 5 1 12 7 3 4 3 1 3 0
かしら 0 0 11 0 3 1 11 0 14 0 5 0 2 0
かな 5 3 8 16 3 1 5 11 0 5 1 4 0 0
ぜ 0 2 0 9 1 18 0 17 0 7 0 2 0 0
ぞ 11 1 0 30 12 81 2 95 0 43 0 17 0 2

な 3 0 1 4 2 25 0 18 0 4 0 2 0 1
な 0 0 2 2 1 5 4 4 0 3 0 6 0 0

な(あ) 38 7 9 68 6 112 24 84 1 60 0 9 1 4
なよ 1 1 0 5 0 4 1 8 0 0 0 0 1 0
ね 13 7 59 35 28 16 51 19 42 7 7 0 8 1

の 25 2 50 12 48 3 57 9 24 1 6 0 1 0
の 27 9 64 25 45 7 50 8 46 1 18 0 3 1

のね 0 0 8 0 2 0 5 0 4 0 0 0 0 0
のよ 3 2 58 0 19 1 26 0 45 0 4 1 2 0
よ 48 44 115 202 73 105 93 112 73 39 8 15 19 1

よな 0 0 0 4 0 7 0 9 0 0 0 0 0 0
よね 5 0 12 7 5 1 9 0 4 0 0 0 1 0
わ 0 0 57 2 45 0 33 0 36 3 3 2 2 0

わね 0 0 10 0 7 0 13 0 13 0 0 0 1 0
わよ 0 0 29 0 17 2 21 0 20 0 2 0 1 0

わよね 0 0 3 0 3 0 0 0 1 0 0 0 1 0

576 143 1156 1283 710 1361 958 1219 604 623 114 348 93 32



‘ぞ’ ‘な’ ‘ね’ ‘の’ ‘ぜ’ , 

‘ぞ’ 5.3%, ‘ぜ’ 1%, ‘なよ’ 0.3%, ‘よな’ 0.4% . 

, 

.

(43) :うーんなにかしたかしら。 :思い出してよ。 
: , .　 : .

(44) :……学校かな。学校でいやなことでもあったのかしら……

: ……? ?

(45) :女を人間として見てないんだわ。
: .

(46) :あ!とーちゃんだ!とーちゃーん。はなびたのしーぞー。
: ! ! , .

(47) :やさぐれてないわよ。
: .

(48) :しかたないねや。そこらの物陰で用を足いたらえい。幸い

今日は朔日でつきもないぜよ。
: . . 

.

(49) :今日の試合後―　寺島がいってたそうだぜ。
: .

(50) :我が兄ながら…なんでこう弱っちいのかしら!

: …… !

(51) :そんなこと言っててみんなが消えちゃったら兄キ一生恨む

わよーっ。
: 

—.

(52) :身分の低い者が高い者を訪ねる時に女房を引き連れて行くな

ど聞いたことないわ 

: 

.

(53) :自慢じゃないけど、わたしは容姿でフラれたことなんかな

いわよ。性格だい! 



:なお悪いわ!

: , . ! 

: !
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‘わよ’ (ニューハーフ) (ぺルソナ)

16) , . 

‘かな’ ‘ , ’ ‘ぞ’ ‘ , , ’ ‘よ・わ’

‘ , ’17) ‘ぞ’ ‘わ’ ‘ぜ’ ‘かしら’ ‘かな’ 

. 

‘わ’

18) , 

. 
19)

20) .

, ・

16) 2) . p.173.
17) 申玟澈, , , 2009, p.172.
18) 12) .
19) 児玉徳美, 意味論の対象と方法 , くろしお出版, 2002, pp.163-164.

He’s coming toward us. こっちへ来るよ・こっちへ来るぞ・こっちへ来る
ね・こっちへ来るさ・こっちへ来るわよ

‘よ’ ‘ぞ’ ‘ね’ ‘さ’ ‘わよ’ , 
.   

20) 佐藤武義, 展望現代の日本語 , 白帝社, 1996, pp.216-219.
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な(1) 

な(あ)(7)

ぞ(5) よ(4)
な(1) 

な(あ)(1)

ぞ(10) 
ぜ(1)

かな(1) 
よ(7) 

の(1)
な(3)

な(あ)(12)

ぜ(15) 
ぞ(34)
ね(1) 

の(1) 
よ(11) 

な(あ)(37)
な(12)
な(1)

よ(1)

ね(1)
ぜ(1) ぞ(2) 

よ(3) 
な(あ)(1)

よ(2) ね(3) 
の(1) 

な(あ)(3) 

かな(1) 
い(1) ぞ(1) 

よ(7) 
よね(2) 
よな(1)

の(2) 
の(7) 

ね(2) 
な(あ)(3)

よ(2) ぜ(2) 
ぞ(1) 

の(1)

かな(1) 
よ(12) 

の(1)
の(8)

な(あ)(1)

かな(1) 
ぞ(1)
ね(2) 

(2)
の(3) 

よ(31) 
よね(1) 

な(あ)(1)

ぞ(1) ね(1) ね(1) よ(1) ね(1) よ(1) ね(3) よ(9) 
な(あ)(1)



*

(54) :咲や‼何です、これは?何を考えているのです? 

:お母様大丈夫ですわ。わたくしがちゃんと案内いたしますから。
(55) :母は悲しいですわっ。
(56) → :母上…南方先生が来てくださいました…開けます

ぞ。
(57) :ああ、おまえは何もわかっていないのだ。決してこのまま

ではすまないですぞっ‼。
(58) :しかし塩などヤミ商人がどんどん持ち込んで来る。甲斐に

とっては痛くもかゆくもないわ。
*

(59) : コーヒーに毒いれるかい?

(60) :勝負しよーぜ。テツ!　 :今なんつった。
*

(61) :揚羽!どうしたの?! :……何でもありんせんわ。お母さま。
*

(62) → :とうちゃん、早くしろ。おいてくぞー。　
*

(63) :そのカンのよさでこの大逆を犯した者を見つけてほしいもの

ですな。
* ・
(64) → :ラ、ランプが消えたぞ!!手術が終わったぞ!!

*

(65) → あ～かわいそうによっ!!よっぽどこわいめに……!!だ

どももうだいぞうぶだぞっ!!

[ 5] , 

. 

‘です･ます+の･わ･わよ･わね’ ‘お嬢様言葉’21) , 

, 

21) 2) . p163.



. ‘い’ ‘ぞ’ 

(59)(62)(65)

. ‘い’ , , ･ , 

, ‘ぞ’ (65)

, 

.    

*

(66) :お龍…ほいたらわしは土佐へ向かうぜよ。5年ぶり実家に去

ぬるつもりじゃ…

*

･

よ(3) 
ね(1) 
わ(1) 

わね(1) 
かしら(1)

い(2) 
ぜよ(1) 

な(あ)(1)

ぞ(1) 
かしら(1)

よ(2) 
よね(2) 
ね(2)

わね(3) 
わよ(2)

ね(1) 
の(1) 

のよ(2) 
わ(2) 

わね(1)
わよ(2) 
よ(1) 

わ(25) 
わよ(6) 
わね(2)
ね(12) 
よ(23) 
よね(3)

の(43) 
の(27) 

のよ(22) 
のね(2) 
かな(3)

かしら(8) 
な(あ)(2)

わ(2) 
よ(4)

い(4) 
よ(8) 

のよ(2) 
わ(2) 

わね(1) 
ね(5)

わよ(1) 
わよね(1)
かしら(2) 
よね(1) 

の(1) 
の(7)

かしら(1) 
かな(1)
ぞ(2) 
ね(1) 

の(2)
な(2) 

な(あ)(1) 
なよ(1) 
のよ(1) 
よ(7)

わよ(1) 

わ(4) 
の(1) 

ね(1)

よ(5) 
よね(1)

の(1) 
わ(1) よ(1)

ね(3) 
わ(1) 

わよ(1)

ね(1) 
よ(1)

ぜ(7) 
ぞ(12) 
い(2) 
よ(9) 

の(2)
な(2) 

な(あ)(13) 
な(2)

い(1) 
よ(4) 
ね(1)

な(あ)(9)

よ(3) 
ぞ(1) 
ぜ(2) 

な(1) 
な(あ)(2)

ぞ(30) 
よ(53) 
ぜ(8) 
い(5) 

かな(7) 
よな(10) 

ね(8) 
なよ(3) 

な(あ)(31) 
な(4) 
な(2)
の(2)

よ(3) 
な(あ)(2)

よ(9) 
ぞ(1) 
ね(1) 
い(1) 

な(あ)(7)
な(1)

ぞ(1) 
よ(1) 

な(あ)(9)

よ(4) 
ね(3) よ(1)



(67) :よく飽きないわね……おーい遅れるぞ。
*

(68) :あなた本気ですの?婚約させるだなんて…… 

:しかたないだろ!!あの子の幸せのためなら!!だまりなさい!!

おまえもくるんだぞ!!

*

(69) :我が娘ながらなんてやさしいんでしょ。 :当たり前だ。
おれの子だぞ。

*

(70) :元老院は私の提案を支持してくれたようですわ。
* ・
(71) :大みそかに、こんな早く閉店めちゃうそば屋があるかい‼

*

(72) :お弁当の用意ができたぞー!  :お!サンキュー

[ 6] , 

. ‘わ’, ‘わよ’ 

, , 

. , ・ , 

(67)(71)(72) ‘ぜ’ ‘ぞ’ ‘い’

, 

.

･

よ(3) 
ぞ(3) 

 

よ(38) 
い(1) 

かな(3)
ぞ(17) 
ぜ(5) 

よな(2)
な(1) 

な(あ)(22)
な(2)

ぞ(1) ぜ(1) 
よ(3)

な(1)

よ(8) ぞ(4) 
な(2) 

な(あ)(4)

かな(1) 
ぞ(1) 
よ(1) 
ぜ(1) 

な(あ)(2)

かな(6) 
ぞ(20) 
よ(4) 

な(2)
な(あ)(32)

な(あ)(2) ね(1)



ぞ(1) 
な(あ)(2)

よ(42) 
かな(1) 
よね(1) 

な(あ)(6) 
なよ(2) 
ね(15) 

の(5) 
の(7)

い(1) よ(2) 
ね(2)

な(あ)(1)

わよ(2) 
かしら(1) 

ね(1) 
の(4) 

のよ(1) 
な(2)

ね(1)

かな(1) 
ぜ(2) ぞ(4) 

ね(3) 
の(2) 

よ(7)
な(2) 

な(あ)(4)

な(1) 
よね(1) 

よ(4) ね(3)
ね(1)

よ(1) 
ね(1)

かしら(3) 
かな(1)
ね(4) 

の(8) 
の(10) 

のよ(8) 
よ(7) 

よね(1) 
わ(12)
わね(3) 
わよ(3)

わよね(1) 
な(あ)(1)

よ(4) 
かな(1) 
わ(3)

の(1)
の(3) 

のよ(3) 
よね(1)
ね(6)

ね(7) よ(6) 
よね(1) 

の(1) 
(7)

のよ(6) 
のね(1) 
かな(1) 

かしら(4)
わ(10) 
わよ(7) 

わよね(3)

ね(1)

の(1)

ね(1) 
よ(10) 

の(8) 
の(4)

のね(1) 
のよ(2)
わ(13) 
わよ(2)  

よ(12) 
のよ(2) 
よね(1) 
ね(3) 

の(1)
の(6)

よ(10) 
よね(1) 
のよ(1) 
わ(8) 

わよ(5) 
わよね(1)

ね(2) 
かしら(1)

の(2) 
の(7)

ぞ(4) 
よ(4) 

な(2)
な(1)

よ(11) 
かな(1) 

ぞ(1) ね(1)
な(あ)(8) 
なよ(1) 

よ(17) 
かな(1) 
ぜ(4) 
ぞ(7) 

なよ(1) 
な(4)
な(2) 

な(あ)(14)

ぞ(2) 
よ(3) 

なよ(1) 
な(あ)(9) 

な(3)

かしら(1) 
な(あ)(1)

わ(2) 
わよ(1) 
よ(5) 

の(2) 

かな(2) 
よ(3) 

よね(5)
わね(1) 
わ(2) 

わよ(2) 

の(3) の(1) 
わよ(1)

よ(18) 
のよ(3) 
のね(1)
わ(2) 

わね(1) 
よね(1)

の(1)
な(あ)(1)



*

(73) :行くよ!裕太郎。 :待ってよ。ちい姉。
*

(74) :身長は190近くあるかなあ。バスケは初心者なんだけどー
ゼッタイスゴい選手になるから!

*

(75) → :これ2、3個あげよう。きっと喜ぶわ。
*

(76) → :お兄様、私語はお慎みになって……巽家の品格に

関わりますわ。
*

(77) :なにガラにもなく照れとんねん。アホ! :やかましい

わ!!誰が照れて……

(78) → :強くなったわよ!あたしがいなくても…全然大丈夫

の(3)
のね(1) 
ね(1) 

よね(1)

の(3) 
の(6) 

ね(8) 
のよ(6) 

な(あ)(2) 

の(3) 
の(8)

な(あ)(1)

わ(1) わ(1)

かしら(1) 
の(7)
の(8) 

ね(4) 
よ(4) 

のよ(10) 
わ(4)

わね(2) 
わよ(6)

い(2) よ(3) 
ね(2)

かな(1) 
のよ(4) 
ね(1)

の(7) 
の(4)

のね(1)
よ(4) 

わね(1)
よね(1) 

な(あ)(2)

わね(1) 
わよ(1)

わ(1) よ(1) 
の(1) 

な(あ)2)

よ(7) 
わね(1) 
わよ(1)

のね(1)よ
ね(2) 
ね(6)

のよ(1) 
の(3)
(6) 

な(1)

な(あ)(1)

ね(1)

よ(13) 
かな(1) 
ぞ(1) 
ぜ(1) 

よね(1)

よ(1) わ(1) 
ね(1)

よ(9) い(1) 
ぞ(1) 

の(1)
の(2)

ね(4) 
よな(1) 
なよ(1)

わ(1)

よ(13) 
かな(1) 
ぜ(1)

よな(1) 
よね(1) 
ね(3)

の(3) 
な(あ)(3)

ね(1) よ(1)



じゃないの!

(79) :ザナンザあとはまかぜるぞ。わたしはひと足先にもどらせて

もらう。
(80) :でもそうなるまでにはまだ難問が山積みよ  :わかって

るけどうれしいわ♡
* ・
(81) :その通りです。母も霧島の家を出るそうです。

:バカな!NGOってのはできない医者が行くところだぞ。
*

(82) → :よ──し。慣れてきた!!もっともっと近づいてもいいぞ!!
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❖ ABSTRACT

The Expression of Ending Sentence in Family Conversations
in the Virtual Language 

- Focusing on Politeness and Sentence-final Particle with Instructional Media -

Yang, Jung-Soon

This paper was analyzed the politeness and the expression of ending sentence 

in family conversations in the virtual language of cartoon characters.

Younger speakers have a tendency to unite sentence-final particle to the polite 

form, older speakers have a tendency to unite it to the plain form in the historical 

genre. But younger speakers and older speakers unite sentence-final particle to 

the plain form in other fiction genres. 

Using terms of respect is determined by circumstances and charactonym. 

Comparing the translation of conversations with the original, there were the 

different aspects of translated works. When Japanese instructors are used to study 

Japanese as the instructional media, they give a supplementary explanation to 

students. 

‘WA’ ‘KASIRA’ that a female speaker usually uses are used by a male speaker, 

‘ZO’ ‘ZE’  that a male speaker usually uses are used by a female speaker in 

the virtual language of cartoons. In the field of the translation, it is translated 

‘KANA’ ‘KASIRA’ into ‘KA?’, ‘WA’ ‘ZO’ ‘ZE’ into ‘A(EO)?’, ‘WAYO’ ‘ZEYO’ 

into AYO(EOYO)’. When we use sentence-final particle in the virtual language 

of cartoon, we need to supply supplementary explanations and further examinations.
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politeness, expression of ending sentence, gender, sentence-final particle, authentic 
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